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Abstract

ThecharacteristicsofadiposetissuGthickness，musclethickness．ｅstimatedvisceralfatmassandlcan・obese

degreewereobservedonsixmaｌｅａｎｄｔｅｎｆｅｍａｌｅｎｅｗｓｔｕｄｅｍｓｏｆＥｈｉｍeunivcrsity，ageｄ１８．３ｔｏ２０．１years、

PhysiqueofsubjectswereindicatedordinarytypcfromtheLivi，ｓｉｎｄｃｘｐｏｉｎｔｏｆｖｉｅｗ・Femaleadiposetissue

thicknessweremorethanmalethats，butmalemusclethicknesswerehighervaluesthan肥malethatinninG

partsofbody・FemaleadiposetissuethicknessofｂａｃｋｏｆｔｈｅｉＥｍｕｒｗｅｒｅｓｕｉｔｅｄｔｏ２３０９％ｔｏｍａｌｅｔｈａｔ.，and

IemalemuscIethicknessamountedto67％-73％ｏｎｕｐｐｅｒｌｉｍｂａｎｄ８７％ｏｎｌｏｗｅｒｌｅｇｔｏｍａｌｅｔｈａｔｉｎｐａｒ‐

ticular･Femaletotaladiposetissuethickness，％ｏｆｂｏｄｙｆａｔａｎｄｂｏｄｙｆａｔｗｃｒＧ１．３ｔｏ１．５ｔｉｍｅｓａｓｖｏｌｕmGand

femalevisceralfatmasswere５８％ｔｏｍａｌｅｔｈａｔ，SexdifierencesofLivi，sindex，bodydensityandtotalIat

masswererecognisedsignificantly．
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I、研究目的

身長と体重は，体格・体型や身体の充実度を知るた

めの最も手近で基本的な身体計測値であり，肥痩度指

数を求める測度としてよく用いられてきた．1900年に

イタリアの軍医ＬｉｖｉはIndiceponderaIeW~丙~／

H）算出のため１ｃｍ刻み，0.1kｇ毎の指数表を発表

している．そして，ドイツのRohrer1”（1908）は計算

を簡単にするためにリビ指数を変換して身体充実度指

数（Ｗ／H‘）を提案する論文を発表している．角と

杉山'3１（1979）はローレル指数は体重の歪を受けつい

で歪は強いが，リビ指数は立法根体重が正規分布を示

すことから歪は少なく，男女とも正規分布として扱う
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ことができ，肥痩度の適確な判定にはリビ指数が推奨

されるべきであることを発表している．日本肥満学会

（1991）は肥痩度をみるためにBMIによる肥満度判定

を提唱した．しかし，これはＫａｕｐ指数（Ｗ／L霞）

を意味しており，歪が強いことから，角"’（1974）

は修正カウプ指数（イー丙／H）を提唱し，1979年に

はこれを基礎とした身長体重相関式乳幼児用発育体格

判定図を作成している．また，日比野榊（1994）は

BMIによる肥満度判定では，４０歳代の男性では身長が

高くても低くてもほとんど評価の分布に変化がみられ

ないことからBMI利用の不適切性を発表している．

ヒトの体型は骨格の大きさ，皮下組織と内臓周辺に

蓄積する体脂肪量および骨格に付蒲する筋肉量によっ

て決定きれる．体脂肪や筋肉の付き方は体型を変化き

せる重要な要因である')．近年，肥満度の減少は成人
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1．対象：愛媛大学入学生男子６名（平均年齢19.6

歳)，女子10名（平均年齢18.8歳）合計16名であ

る．

2．測定項目：形態面は身長，体重および頭囲，頚

囲，肩囲，胸囲，腹囲，腰囲，上腕囲，前腕囲，

大腿囲，下腿囲１０箇所の最大周囲径を測定した．

3．形態指数：Livi，ｓｉｎｄｅｘ＝３両▽／Ｈ×l03

BodyMasslndex＝Ｗ／Ｈｆ×１０４

４．皮下脂肪厚および筋厚の測定部位：上肢は前腕

前，上腕前，上腕後，下肢は大腿前，大腿後，下

腿前，下腿後．体幹は腹部，肩甲骨下部の９部位

である．

５．体表面積の算出（Ｗ：体璽，Ｈ：身長）

中村の式16）Ｗｏ唾×Ho725×70.98および高

比良の式．．Ｗ…×Ｈ'7重×72.46を用いた．

7８

和］

（fcmale）［身体密度＝1,086-0.00042×９部位の

総和］を用いた．

７．体脂肪率（％fat）の推定式

Siriの式腸）［％＝（4950／bodydensity-4.500）

×１００］および

BrozCkの式‘）［％＝（4.570／bodydensity－４．

１４２）×１００］を用いた．

８．内臓脂肪量の推定法と皮下脂肪量の算出法（福

永）’･２．３．，．１０’

［内臓脂肪量＝総脂肪最一皮下脂肪量］および

［皮下脂肪量＝体表面積×皮下脂肪厚×脂肪密度

×脂肪組織の脂肪の割合］を用いた１１'・脂肪の密

度はFidanzaetal7lの値（900kg／m3)，脂肪組

織における脂肪の割合はBakers)の値（0.8）を

用いた．

９．重回帰分析による除脂肪量（LBM）の推定式

（Ａｂｅｅｔａｌｌ９９４）’･２．３．４１

（Ｗｔ：体重，Ｈｔ：身長，ｍｔ.：筋厚）

（male）［LBM＝-43.20＋0.415(Ｗｔ)＋０４１６

（Abdomenmt.)＋0.345(Ht)＋

0.175(Tricepsmt.）（R＝0.92）

（iEmale）ＬＢＭ＝-25.89＋0.214(Ｗｔ)＋0.613

（TricepsmL)＋0252(Ht)＋

0.383(Bicepsmt.)(R＝081）

を用いた．

１０．身体９部位の皮下脂肪厚および筋厚の測定は，超

音波装世AlokaSSD500のＢモード法で計測

し，各セグメント別に算出した．１．２．‘･‘．，．'･’

１１．測定場所は愛媛大学教育学部運動生理学実習室で

ある．

病対策のひとつとして掲げられており，ライフスタイ

ルの変容を余儀なくされているといってよい2m．いず

れにしても，上記の指数を骨格，筋肉，内臓諸器官お

よび組織などの発達状態や栄養状態を示す尺度として

用いる場合，基礎的，人類学的研究には有用である

が，殊に肥満度判定をする場合には指数から離れて筋

肉型か，内臓脂肪型か，皮下脂肪型の体型かなど年齢

別，性別に考慮することが重要である．

本研究の目的は，受験生活を経て大学に入学した直

後の大学生を対象に，超音波法を用いて皮下脂肪厚お

よび筋厚の測定から内臓脂肪量を推定し，それらの分

布，体格・体型および肥痩度の特徴を明らかにするこ

とである．

Ⅱ・研究方法

杉山・奥田

6．身体密度推定式(Abeetall994)１．２．３．４．，．１α'別

（male）［身体密度＝1.090-0.00050×９部位の総

Ⅲ、結果と考察

表１被検者の身体計測値からみた特性

Site
Ｍａｌｅ(A）

ｍｅａｎ sｄ

Female(B）

ｍｅａｎ sｄ

(B)/(A)×100

％

Bodyheight （c､,）

Bodyweight （k9）

Headgirth（c､）
Neckgirth（c､）
Shouldergirth（cIm）
Chestfgirth（c､）
Abdominalgirth（c､）

Hipgirth（c､）
Upperarmextgirth（c､）
UpperarmI1ex・girth（c､）
FOrearmgirth（c､）
Thighgirth（α､）
LowerlegRirth（cIm）

８
６
５
９
５
４
３
５
４
９
３
４
３

台
Ｃ
●
●
●
●
●
甲
白
●
●
●
●

１
５
６
４
１
６
２
９
６
９
６
４
７

７
６
５
３
１
８
７
８
２
２
２
５
３

１

１

９
８
０
２
０
６
３
６
２
１
８
０
２

●
●
●
●
●
●
①
。
●
切
与
Ｓ
ｃ

７
９
１
１
３
４
４
５
１
１
０
４
３

４
０
３
８
７
３
６
０
９
０
７
９
３

●
●
●
●
■
句
●
●
①
■
●
■
●

９
１
５
９
３
４
７
８
１
４
１
０
４

５
５
５
２
９
８
６
８
２
２
２
５
３

１ ８
４
０
１
６
１
１
７
８
７
１
７
１

ｍ
●
●
●
■
由
Ｃ
■
■
●
日
Ｃ
●

３
６
１
１
７
６
６
４
１
１
１
４
３

８
９
９
４
０
６
９
３
０
３
５
６
０

●
Ｂ
ｐ
●
●
●
●
告
●
弓
●
●
句

２
７
７
５
４
７
３
８
３
０
２
３
２

９
７
９
８
８
９
９
９
８
８
８
８
９
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1．形態的特徴（表１）

表１は被検者の身体計測値の平均値と標準偏差

を示したものである．身長と体重はほぼ日本人の

標準値を示し，リビ指数からみた身体充実度は男

女とも普通の範囲にあったが，女子にやや細長型

がみられた．男子にたいする女子の比率は体重が

77.9%で肢も低く，頭囲，胸囲および腰囲はほぼ

98%の高い比率を示した．

表２皮下脂肪厚及び筋厚の平均値，標準偏差，男女比

大学新入学生の皮下脂肪厚，筋厚，内臓脂肪鼠および肥痩度の特徴

5%低い比率であった．筋厚をみると，男子は腹

部の14.8mmから下腿後部の72.4mm，女子は同様に

10.8mmから625mmの範囲にあった．男女とも大腿

前・後部，下腿後部の３部位は他の部位の2～4倍

の筋厚であった．男子の筋厚は全ての部位で女子

よりも厚く，女子の上肢および体幹部の筋厚は男

子の67%～73%，大腿部と下腿部は87％に相当し

ていた．筋厚の男女比について，安部・福永た

ちの報告１１にある６箇所の比率の方が全ての部位

で１～３％高かった．この点については，被検者

の筋厚は男女とも，前述の報告にある値よりもや

や高いことから，男子の筋厚が女子に比べて高い

ことが推察される．

2．皮下脂肪厚と筋厚の特徴（表２）

表２は皮下脂肪厚および筋厚の平均値と標準偏

差を示したものである．皮下脂肪厚を見ると，男

子は９部位のうち上腕前部が3.0mmで猿も低く，

大腿前部が6.4mmで最も高い値を示し，その他の

部位は両者の範囲にあった．女子の最低値は上腕

前部が4.7mm，最高値が大腿後部の12.7mmであっ

た．女子は全ての部位で男子の値よりも高く，特

に大腿後部の皮下脂肪厚は230.9％を示した．安

部・福永たちが報告している'1上腕部，体幹部，

大腿部６部位の男女比と比較して見ると，上腕前

部7.9%，腹部11.5%，大腿後部が33.7%高く，上

腕後部355%，肩甲骨下縁部１０．４%，大腿前部が6．

表３皮下脂肪厚と筋厚から求めた項目の特徴

Site
Adiposetissue(AT）Thickness(m､）

Ｍａｌｅ(A） Female(B）

(B)八A)×１００

％

MuscleThickness(m､）

Ｍａｌｅ(A） Female（B）

(B)(A)×lOO

％

l）Forearm

２）Biceps
３）Triceps

4）QuadriCcps
５）Hamstrings
６）TibialisAnterior

7）Gastrocnemius

８）Subscapular
９）Abdomen

３
０
２
４
５
８
７
２
３

巳
巳
巳
●
●
●
由
ゆ
り

３
３
５
６
５
３
５
５
５

０
０
７
７
１
８
４
２
８

９
●
●
ｂ
●
●
、
●
●

１
０
１
０
２
０
１
１
１

５．３

４．７

７．２

１０．８

１２．７

５．３

７．５

５．７

８．３

４
２
６
３
１
３
５
８
７

Ｃ
●
●
●
●
●
●
。
●

１
１
１
２
４
１
１
１
４

160.6

156.7

138.5

168.8

230.9

139.5

131.6

109.6

156.6

３
５
３
１
７
２
４
７
８

●
ａ
＆
日
丹
●
●
”
申

４
１
１
０
３
３
２
２
４

２
３
３
６
６
３
７
２
１

９
１
２
８
６
７
２
２
８

。
●
●
●
■
⑪
●
●
、

１
１
３
５
６
１
４
３
４

８
０
２
３
２
９
５
１
８

●
●
●
●
●
●
。
■
●

６
１
１
２
５
８
２
６
０

１
２
２
５
５
２
６
１
１

９
５
８
５
５
２
１
７
９

●
巳
ひ
Ｃ
■
Ｄ
Ｃ
●
●

１
１
３
７
５
２
５
３
１

１
７
７
０
７
０
３
９
０

甲
●
●
●
●
句
●
●
●

９
６
７
７
６
７
６
０
３

６
６
６
８
８
８
８
７
７

Site
Ｍａｌｅ(A）

ｍｅａｎ s、。．

Fｅｍａｌｅ（B）

ｍｅａｎ s、。．

(B)/(A)×１００

％

Age（years）

Bodyhcight（c､）

Bodyweight（k9）

Bodysurfacearea(BSR）（㎡）
Livi,ｓｉｎｄｅｘ

Bodymassindex(BMI）

Total・fatThiCkness （m､）

Bodydenisty （R/m､）

％ｂｏｄｙＩａｔ（％）
ＴｏｔａｌＩａｔｍａｓｓ （k9）

Subcutancous・Adiposetissue （k9）
Visceralfatmass （k9）

Leanbodymass(LBM）（k9）

Quadricepsthickness （Inln）

HamstringslhCknCss （'､､）

Gastrocnemius，thicncss 〈m､）
Totalmusclcthickness （m､）

６
８
６
銘
４
Ｊ
５
胡
５
９
８
ｊ
７
Ｊ
７
４
ｐ

９
１
５
７
３
２
３
０
３
８
５
３
６
０
３
２
４

１
７
６
・
２
２
４
．
１
５
６
６
７
５

１
１

１

３

６
９
８
２
５
７
４
４
６
０
３
９
１
８
６
２
７

ｕ
孔
臥
Ⅳ
ｕ
Ｌ
８
的
Ｌ
２
Ｌ
Ｑ
ａ
ａ
６
４
９１

０
０

８
４
０
０
２
０
６
８
０
３
６
８
７
３
２
５
０

．
・
・
９
．
．
・
５
．
．
．
．
・
・
．
．
・

８
９
１
４
３
０
７
０
８
９
７
１
姐
躯
弱
舵
帥

１
５
５
．
２
２
６
・
１

１
１

１

２

４
８
４
３
９
２
０
７
８
７
４
６
９
５
５
１
０

．
・
・
９
・
・
・
０
．
．
・
・
・
・
・
・
・

０
３
６
０
０
２
６
０
２
２
２
０
３
７
５
５
６

●

１
●

２

０
０

９
８
７
３
１
５
４
０
３
５
０
０
５
０
７
３
１

■
■
、
申
印
甲
●
。
●
●
●
●
●
●
、
●
由

５
２
７
３
９
０
５
９
３
４
１
８
３
７
６
６
９

９
９
７
８
９
９
５
９
３
０
３
５
７
８
８
８
７

１
１
１
１
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3．皮下脂肪厚と筋厚から求めた項目の特徴（表３）

表３は被検者の基礎的計測項目と形態指数，皮下

脂肪厚と筋厚から求めた合計値および超音波Bモー

ド法を用いた体脂肪率，体脂肪量，内臓脂肪量の推

定値を男女で比較したものである．年齢の平均値は

男子196歳，女子は18.8歳であった．身長は男子が

171.8cm，女子が159.4cm，男女比（女子／男子×

lOO）は92.8%，同様に体重は65.6k9,51.0k9,

77.7%，体表面積は1.788㎡，1.490㎡，833%，リビ

指数は23.4,23.2,99.1％，肥満指数は22.1,20.0,

90.5％，総脂肪厚は43.5,,,67.6,,,155.4％，総筋

厚は354.0,,,280.0mm，791%，身体密度は1.0699

／、０，1.0589／､,０，９９．０％，体脂肪率は13.5％，

180%，133.3%，総脂肪品は89k９，９３k9,104.5%，

皮下脂肪品は5.8k9,7.6k9,131.0%，内臓脂肪量は３

１k9,1.8k9,58.0%，除脂肪量は56.7k9,41.7k９，７３．

５％を示した．これらの結果から，総脂肪厚，体脂

肪率および皮下脂肪量は女子が男子の1.3～L5倍高

いが，リビ指数，身体密度および総脂肪量には男女

差が小さいことが明らかとなった．また，女子の内

臓脂肪最がかなり低い値を示していた．この点につ

いては，安部・福永たち１．２)の値よりも低いことか

ら，かなり痩身型の学生が多かったことが考えられ

る．

3０
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０
前民上展前上Ba後胆部背中大腿前大里後下腿前下団後

図１皮下脂肪分布の男女差（安部と福永，未発表資料）との比較

これらの項目間の関係についてみると，男女と肪最と除脂肪量，リビ指数および下腿後筋厚と総

も総脂肪厚と身体密度，体脂肪率，総脂肪量およ筋厚，男子内臓脂肪量および体脂肪率と大腿前部

ぴ皮下脂肪量，身体密度と体脂肪率，体脂肪率と筋厚および下腿後筋厚などの項目間に有意な商い
リビ指数，総脂肪量および皮下脂肪量，体重およ相関関係が認められた．

ぴ除脂肪量と体表面積，内臓脂肪最および皮下脂

表４体脂肪率が同程度の男女における皮下脂肪分布との比較（安部資料）

男性ＶＳ女性＊ｐ＜０．０５＊＊ｐ＜0.05

項目
男性(、=21）

平均値(SD）

愛媛大学

男性、＝６

女性(ｎ=21）

平均値(SD）

愛媛大学

女性、＝1０

身長（c､）
体璽（k9）
ＢＭＩ （ k 9 ／ ㎡ ）
体脂肪率（％）
皮下脂肪厚（,m､）

皮下脂肪愚

、
、
卿
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
幼
地

下

前
後
骨
前
後
前
後
部
部

”
蝿
蝿
瞬
即
鍛
錘
砿
剛
噸
趣

166.1(5.3)寧零

65.1(9.2)･・

23.6(3.0)・・

19.9(3.6）

4.8(１．１）

3.8(1.2)蝋．

７．１(2.4)零．

19.6(9.3）

11.8(3.8）

7.5(2.8)零．

7.7(4.0).。

４．３(0.8).、

5.3(2.1).・

0.64(0.56).。

２．１３(１．０９)琴

171.8(7.9）

６５．６(9.8）

２２．１(1.7）

13.5(1.6）

3.3(１．０）

3.0(０．０）

5.2(1.7）

5.3(1.8）

5.2(1.2）

6.4(0.7）

5.5(2.1）

3.8(0.8）

5.7(1.4）

0.45(0.11）

1.40(0.33）

157.1(4.2）

49.4(5.3）

20.0(1.7）

20.4(2.7）

5.3(1.1）

4.7(1.5）

１０．６(2.9）

２０．８(7.9）

10.9(3.4）

１０．６(2.4）

１１．０(3.7）

5.2(1.3）

７．１(1.9）

1.21(0.66）
2.86(0.91）

159.4(3.8）

５１．０(6.4）

２０．０(2.3）

１８．０(2.8）

5.3(1.4）

4.7(1.2）

7.2(1.6）

8.3(4.7）

5.7(1.8）

１０．８(2.3）

12.7(4.1）

５．３(1.3）

7.5(1.5）

0.49(0.09）

2.25(2.78）
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表５筋厚標準値（安部資料）との比較

Livi以来，身長や体重から求めた身体充実指数に

よって体型や肥満度が評価されてきた'０．１"、近年，特

に肥満度を減少させることが成人病対策の一つに掲げ

られ，皮下脂肪や内臓諸器官についてレントケン法，

超音波法，ＭＲＩ法などによって精度の高い解剖学

的組織映像の撮影が可能となり，その評価方法が多様

な角度から検討されてきている．

一方，体育・スポーツ科学研究において，皮下脂肪

厚や筋厚計測から身体組成のバランスがスポーツパー

フォーマンスに影響することも考えられてきたい．脂

肪や筋がからだに付着する様子は遺伝的な影響ととも

に，生活環境や習慣，社会的な諸因子の影響を多分に

うけている．本研究は，大学入学直後の学生の皮下脂

肪厚と筋厚およびこれらから求めた体脂肪通や内臓脂

肪量に関わる身体組成の特徴について検討した．

男女とも皮下脂肪厚は標準的にみて低い値であっ

た．女子は全ての部位で男子の値よりも高く，特に大

腿後部が230.9%，大腿前部が168.8%，下腿後部が156.

6%を示した．しかし，筋厚は全ての部位で男子が女

子を上回り，女子の上肢および体幹部の筋厚は男子の

67%～73%，大腿部と下腿部は87%に相当していた．

これらの結果は安部・福永叩のオトコとオンナの筋組

織厚の比較資料にほぼ一致していた．男女の筋厚は標

準的値よりもやや高い傾向があり，男女比では安部・

福永の比率”の方が全ての部位で１～３％高いことか

ら，今回の男子の筋厚が女子に比べて高いことが推察

された．総脂肪量，体脂肪率，皮下脂肪量は女子の方

が男子よりも31％～55%高かったが，内臓脂肪量は男

男性Ｖｓ女性．.ｐ＜0.01

子の58%に担当していた．また，大腿前・後部および

下後部の筋厚の男女比は87%であり，安部・福永の比

率Ｕをやや下回っていた．総脂肪量とリビ指数の男女

差に有意差は認められなかった．

福永たち１．２’‘･’'は，内臓脂肪量と血清トリグリセ

リドとの間に有意な正の相関関係が，ＨＤＬコレステ

ロールとの間に有意な負の相関関係を認め，内臓脂肪

が血清脂質プロフィールに対してマイナスに作用して

いることを確認している．Tanakaetall，'は，女性

では皮下脂肪が付着している部位とHDLコレステロー

ルとの関係を観察すると，上腕部や体幹部など上半身

の皮下脂肪量とは負の相関関係を示すのに対し，大腿

部や下腿部などの皮下脂肪量とは正の相関を示すこと

を報告している．また，Ａｂｅｅｔａｌ３Ｉは大腿部皮下脂

肪とＨＤＬ－Ｃとの間に相関係数は低いが有意な正相

関を観察し，大腿部など下半身に蓄稲する脂肪量の割

合が高い者ほど血清脂質プロフィールに対してプラス

に作用する可能性を明らかにし，Ｔｃｒｒｙｅｔａｌ鋤'の大

腿部に蓄積する体脂肪は血清脂質レベルに対してプラ

スに作用する可能性があるという報告を支持してい

る．今回の女子学生の身体充実指数はやや低い値で

あったが，大腿部や下腿部の皮下脂肪量は多く，内臓

脂肪量は少なかった．しかし上肢や腹部の皮下脂肪厚

は男子と比較して高い比率であった．腎部や大腿部の

皮下に脂肪が蕃積しやすい女性の場合，体脂肪率が高

くても内臓脂肪量はあまり増加していない場合が多い

といわれており，女性では体脂肪率や皮下脂肪最より

も内臓脂肪量によって肥満を評価することが重要であ

るといえる．

Ⅳ、論議

大学新入学生の皮下脂肪厚，筋厚，内臓脂肪量および肥痩度の特徴

項 目
標準男性(n二21）

平均値(SD）

標準女性(n二21）

平均値(SDリ

女／男

(％）

愛媛大学

男性(、＝６）

愛媛大学

女性(、＝１０）

女／男

(％）

身長（c､）

体重（k9）
除脂肪量（k9）
筋組織厚（､､）

前腕

上腕前

上腕後

腹部

肩甲骨下

前
後
前
後

腿
腿
腿
腿

大
大
下
下

168.2(5.8).、

６４．１(8.5)鯵．

53.4(7.0).、

23.3(3.4)寧．

30.4(3.8)事．

33.9(7.4)噸．

14.5(3.3).、

24.3(5.6)寧奪

54.0(7.0).・

56.2(6.3)噸．

29.8(2.8).。

69.5(4.7)｡．

156.9(4.3）

52.2(7.3）

39.6(3.6）

17.3(2.1）

21.5(3.2）

23.5(5.3）

１０．５(1.9）

17.7(3.1）

47.1(5.2）

52.8(5.3）

25.0(2.9）

60.9(5.4）

３
４
２
２
７
３
４
８
２
９
９
６

Ｃ
●
Ｐ

■
白
与
●
ａ
句
●
●
●

兜
別
別
測
沌
的
泥
泥
師
鯛
闘
師

171.8(7.8）

６５．６(9.8）

56.7(8.1）

24.3(1.9）

31.5(1.1）

31.3(3.2）

１４．８(4.8）

22.7(3.2）

60.1(5.8）

63.7(6.6）

33.2(1.7）

７２．４(4.2）

159.4(3.8）

５１．０(6.4）

４１．７(3.9）

１６．８(1.9）

２１．０(1.5）

２１．２(3.8）

１０．８(1.9）

１６．１(3.6）

５２．３(7.5）

55.2(5.5）

28.9(2.2）

62.5(5.1）

８
７
５
１
７
７
０
９
０
７
０
３

●
●
■

。
●
由
申
●
●
●
由
。

２
７
３
９
６
７
３
０
７
６
７
６

９
７
７
６
６
６
７
７
８
８
８
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Ｖ・要約

大学に入学した直後の男子学生６名（平均年齢１９．６

歳）および女子学生１０名（平均年齢18.8歳）合計１６名

を対象に，身体９部位の皮下脂肪厚と筋厚を超音波測

定装世AlokaSSD500を用いて測定した．これらの測

定項目から体脂肪率，脂肪量，除脂肪量および内臓脂

肪量を推定しその特徴を明らかにした．結果は以下の

ように要約される．

（１）男子の皮下脂肪厚は上腕前部の3.0mmから大腿前

部の6.4,,,女子は上腕前部の4.7mmから大腿後部の

12.7mmの範囲であった．女子は全ての部位で男子を

上回り，特に大腿後部の男女比は230.9%であった．

(2)男子の筋厚は腹部の１４８１mmから下腿後部の

72.4mm，女子は同様に１０８mmから62.5mmの範囲で

あった．男女とも，大腿前・後部，下腿後部の３部

位は他の部位の２～４倍の筋厚を示し，男子は全て

の部位で女子よりも厚く，女子の上肢および体幹部

は男子の67％～73%，大腿部と下腿部は87％に相当

していた．標準値からみて，男子の筋厚は女子に比

べて高いことが推察された．

(3)リビ指数は２３．４，２３２，９９１％，ＢＭＩは22.1,

20.0,90.5％，総脂肪厚の平均値は男子が43.5mm,女

子が67.6,m，男女比（女／男×１００）が155.4%，総

筋厚は同様に3540m1,280.0mm，79.1%，身体密度は

1.0699／ｎ,’10589／m８，99.0％，体脂肪率は

135%，18.0%，133.3%，総脂肪量は8.9k9,9.3k9,

104.5%，皮下脂肪量は5.8k9,7.6kW，131.0%，内臓

脂肪最は3.1k9,1.8k9,58.0%，除脂肪最は56.7k9,

41.7k9,73.5％であった．総脂肪厚，体脂肪率およ

び皮下脂肪量は女子が男子の1.3～1.5倍高い値で

あったが，内臓脂肪量は男子の58%に相当してい

た．リビ指数，身体密度および総脂肪鼓には男女差

が小さく有意差は認められなかった．

(4)女子学生の身体充実指数はやや低く痩型の体型が

多く見られたが，大腿部や下腿部の皮下脂肪量は多

く，内臓脂肪量は少なく，上肢や腹部の皮下脂肪厚

は男子と比較して高い比率を示した．
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